












































































































































































































































レベル3 ：問題の設定と解決 例：問題解決型学習， プロジェクト学習
レベル2 ：葛藤と知識創出 例；相互教授，協調学習
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. － 可 p 恥』 . 一
フ
はしめに、橡々な人のアイデアを集めるということ
















































































































































が5名30歳代が3名， 40歳代が9名， 50歳代および60歳代が7名である。そして，教員歴は， 3年未
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